
く問題IV- （呈｝ トンネル〉

七 山岳トンネルの変状原因と特徴に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから

選ぴなさい。

a.膨張性土圧による変状では、左右の側壁あるいはアーチの河肩に、複雑な水平ひぴ苦手j

れが生じやすく、アーチと側壁間に打継ぎ目がある場合には段差が生じることがある。

b.支持力不足がトンネルの変状と結びつきゃすいのは、縦断的、あるいは横断的な不等

沈下である。前者の場合、トンネル縦断方向のひび割れが生じJやすい

c.緩み土庄は、地山が緩み、自重を支えられなくな号、覆ょ；にf荷重として作用する鉛直

圧を主体とするものである。このため、アーチの天端にトンネル縦断方向の引張ひび

割れを供じるものが多い。

d. コンクロートの経年劣化の代表的な原因は中性化である。コンクリートの中性化i士、

主としてコンクリート中の強アルカリ生成物である水酸化カルシウムが、大気中の炭

酸ガスと反応してアルカリ性を失い、中性化する現象をいう。

2. 道路トンネんにおける換気に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴ

なさい。

a.換気施設の設計の対象とする有脊物質i土、煤煙及び一酸化炭素であり、一酸化炭素の

設計濃度は設計速度に関わらずlOOppmであるo

b.換気量は交通条件（交通方式、交通量、走行速度、単種構成な町、トンネル条件（延

長、縦断勾配、断面など）、設計濃度などによって求まる。

c. トンネル利用者あるいは保守作業員などの安全とB快適性を確保するためには車道内風

速は一方通行の場合で12m/s程度、対面通行の場合で8m/s程度、歩行者がある場合に

は7m/s程度を上限にする必要がある。

d.排出量は様高50むm以下で縦断勾配がないトンネルにおいて、主詳均的な自動車の走行

状態｛円滑な走行速度40～80km/h）に対する自動車からの排出ガス量である。



3. 道路トンネルの非常用施設に関する記述として、誤っているものを誼～dのなかから選ぴ

なさい。

a. トンjネルの坑口聞が非常に短いあるいは連続したトンネルにおいて、煙の影響が隣接

トンネルに及ぶためにl本のトンネJvc同様な危険性が考えられる場合には、連続し

たトンネル延長の合計に応じた等級にすることが望ましい。

b. トンネル等級のAA級においては、排煙設備または避難通路を設置するが、延長3000m

以上のトンネルにおいては、避難通絡を設置することが望ましい。

c.消火検の設置問織は50mを標準とし、水源は消火衿3個同時に、 30分程度放水できる

容量を確保するととが望ましい。

d.避難誘導設備には、情報を提供することにより安全に誘導し避難させる誘導表示板と、

避難環境に役立つ排煙設備や避難通絡がある。

4層 進路トンネんの定期点検に鶴する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴな

さい。

a.定期点検l土、トンネノレの最新の状態を把握ずるとともに、次回の定期点検までに措置

の必要性の判断を行う上で必要な情報を得るために行う。そのため、 5年にl図の頻度

で実施することを基本とする。なお、トンネルの状態によっては5年より短い間隔で

点検することを妨げるものではない。

b.初回の定期点検は、トンネル建設後1年から2年の聞に実施寸るのが望ましい。ここで

いう建設後とは、供用開始日のととを指す。

c.定期点検i土、基本としてトンネル本体Lの変状を近畿日視により観察する。また、覆

工表面のうさ・はく隊等が懸念される笛所に対し、うき・はく離の有無及び範凶等を

把握ナる打音検査を行うとともに、利用者被害容の可能性のあるコンクロートのうき・

はく離部を撤去するなどの応急措置を講じる。

＆付属物の定期点検の方法としては、トンネル内付属物の取付状態や取付金具類等の異

常を確認するととを目的に、近接問視やハンマー等によるま］音検査、手による触診を

行う。



5. 道路トンネルの定期点検における着目点と留意事項！こ関するE述として、圧しいものを畠

～dのなかから選びなさいa

a.覆工の間地及び打ち継目は、コンクリート面が分離された部分であり、周辺にひび割

れが発令した場介、目地及び打ち車旅田とつながりコンクリートがブロック化しにくいo

b.覆エの型枠解体時の衝撃等により、問地及び打ち継日付近にひび割れが発生すること

はない。

c.覆工を横断的に A つのブロックとしてとらえると、天端付近はブロッタの中間点にあ

たり、乾燥収縮及び混度伸縮によるひび割れが侠じにくい。

d. コールドジョイントは施工の不具合でできた継円である。特にコールドジョイントが

覆i；の軸線と斜交する場合は、薄くなった覆ょ；コンタワート表面にひび割れが発生し、

はく落しやすい。また、せん断iこ対する抵抗力が低下する原凶となる。

広 道路トンネルの定期点検における鵠査の代表的な手法に践する記述として、 IEしいもの

を畠～dのなかから濃びなさい。

a.ひび割れ進行性調査は変状の進行の有無とその進行状況を確認する目的で行われ、ひ

び割れ進行の有無を判断するためには通常の場合2年以上継続して測定を継続するこ

とが望ましい。

b.漏水｛状況）調査は、漏水の位置、量、濁りの有無、凍結状況を調査するもので、是正

に行った漏水防止工事の種類、箇所及び排水設備の状況や、それらの効果と機能状況

については調査する必要がない。

c.漏水水質試験は、覆」；コンクロート等の劣化原因や漏水の流入経路の推定を行うこと

を目的とし、水温の箇所ごとの季節的変動をみることによって、漏水が地下水に関係

するものか、地表水に関係するものかの'j!IJ'ijljに利用できる。

d.非破壊検査に使用されている手法として実用化されているのは、電磁波法（地中レー

ダ）による覆L巻摩、空洞の有無であ号、空洞の大きさは調査できない。



7. 山岳道路トンネル（通常断酒トンネル）の標準的な支保パターンに隠するE述として、誤

っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.地山等級がBIであっても、下半部に堅岩が現れるなど岩の長期的支持力がト分であ

号、側圧による押し出しなどもないと考えられる場合はインパートを省略できる。

b.鏑繊維補強吹付コンク ！） ート（SFRC）などを用いる場合でも、金網は省略できないc

c.地山等級がDIIにおいては、上部半断面」；法の場合は上半部に、補助ベンチ付金断面..r.::

法は掘削に時間差が無いため上、下半部に変形余裕量ーとしてlOcm程度見込んで設計す

るのが通例である。

d.通常断面の適用範囲であっても、大断面との境界付近で上半三心円などの扇平な断面

を採用する場合には、大断面の支保パターンの適用を検討する。

住 山岳工法のインパートに関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさ

し、。

a.地山条件がそれほど悪くはなく、インパートの使用目的が長期的な安定性の維持や近

接施工等に対する将来的な耐荷性能の磯保、あるいは水路トンネルにおける流路形成

機能の確保等の場合には、インパートの設置時期についての制約をとくに設ける必要

はない。

b.道路トンネルでは、原臥として坑口部および地山等級Dの区間にインパートを設置し、

地山等級3及びCにおいても第三紀の泥質岩類、凝灰岩類、蛇紋岩、風化した結晶片岩、

混泉余土等の泥ねい化、粘土化しやすい地質では原則として設置することとしている。

c.インパートの力学的特性については、地山が不良な場合に、支持力不足による覆i；の

脚部の沈下や麹性地庄等の作用による｛日lj壁部の変位等を防止する機能がある。

d.インパートの設置区間としては、インパートが必要と判断される区間の前後に影響範

図を考慮した一定延長を確保することが望ましい。また、インパートの設置が必要な

区間が断続的に続くような場合においては、連続した設置を検討するなどの考え方が

ある。

立 山岳工法における観察担計測結果の評価 a判断に濁する記述として、誤っているものを畠

～dのなかから濃ぴなさい。

a.坑内からの計測結果には、掘削以前の変佼｛先行変佼）は含まれていない。また、得

られたデータは既路工区間のものであ哲、切羽よ号前方の挙動は推定となる。

b.得られたデータi土、計器の特性（精度および誤差）について考慮する必要はない。

c.変位計ll!Uのみではとらえきれない地山挙動もあり、坑内観察や施工状況等をあわせた

工学的判断を必要とナる場合も多い。

d. トンネル施工においては、切羽遂行にともなって変位が増大した後に収束するという

傾向が一般的である。



10.山岳トンネルの物理探査技術に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

a.電気採査比抵抗法i土地盤の比抵抗分布を把握するための探査一子法であ札二次元比抵

抗探査が実用化されたことによ呼トンネル調査に多く適用されるようになった。なお、

二次元比抵抗探査の実用的な探査深度は400～500m程度である。

b.弾性波探査屈折法は最も a般的な探査法であり、実用的に探査可能な深度は150～200

m程度であり、土被哲i宇治＞2oomを超すようなトンネルの場合、有効性が問題視される

ことが多い。

c.電磁探査は、地盤の比抵抗分布を探査する手法であり、地盤中に人工的に発生させた

交流電磁場から励起される二次電磁場を測定することで地盤の比抵抗分布を求める。

d. トモグラブィ的解析法は、地山を格子状に区分し個々の格子の速度分布を求める解析

法である。複雑な地質構造の場作、地山の速度構造は必ずしも層構造をなしておらず、

はぎと哲法の解析では不十分であることから使用されるようになった。

11. 山岳トンネル工事における近接施工に関する記述として、誤っているものを畠～dのなか

から選ぴなさい。

a. 山岳トンネル」；事側jの近接施」；対策としては、極力掘削に伴う変佼や沈下が生じない

ような、あるいは周辺への騒音、振動の影響を及ぼさないような掘削方式、掘削工法、

支保、補助工法が採用される。

b.掘削方式としては、一般的に機械掘削が採用されるが、地盤が硬質な岩盤の場合でも

制御発破や分割発破あるいは割岩i；法が採用され、周辺地山への影響を低減して変佼

抑制jを図り、さらに騒音・振動の低減を図っている。

c.近接構造物-Ornの管理基準は構造物の種類によって異なる。例えば日本建築学会では、

構造種別における基礎形式ごと、支持地盤種別ごとに限界変形角、相対沈下量、総沈

下量の限界値を定めている。

d.近接施工に関する指針類において最も古いのが、昭和41年の建設省の「近接橋台橋脚

の設計施工指針（案）」である。



12.シールドトンネルの用語に欝するE述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴな

さい。

a.覆工厚とは、覆工の原さの総和で、 A 次覆工原と二次覆工厚からなる。

b.セグメントリングとl士、 ふ次覆工を形成ナるワングをいい、 ふ般的にi土、人 Bおよび

Eセグメントで構成され、 Aセグメントl土、河端のセグメント継手に継手角度を有する

セグメントである。

c. シールドの長さとは、シールドのトンネル軸方向の長さをいい、「シールド本体長さ人

fシールド機長J、「シールド全長Jで表現される。

d.テールシールとは、シールドテール部のスキンプレート内面に装着し、セグメント外

面に押し付けることで、裏込め注入材や土砂を伴う地下水の流入防止を行う装置をい

ヲ。

13.欄削トンネんにおける耐震の構造翻自に腐する記述として、誤っているものを畠～dのな

かから選びなさい。

a.軸方向鉄筋の議事手は、地震時に変形が牧じ、かぶりコンクリートがはく落寸るような

部伎には設けないことを原則とする。やむをえず設ける場合には、 E重ね継手は用いな

いこととし、 I・分な継手性能を有するものを用いなければならない。

b.様方向鉄筋の部材輸方向の間婦は、事由方向鉄筋の直径の15倍以下で、かっ部材断面の

最小、jゐ法の1/2以下とする。なお、横方向鉄筋は、原則として、職方向鉄筋を取囲む

ように配置するc

c.矩形断面で帯鉄筋を用いる場合iこは、搭鉄筋の一辺の長さは、帯鉄筋直径の48倍以下

とし、帯鉄筋の一辺の長さがそれを越える場合には、中間帯鉄筋を配置しなければな

らない。

d.兵庫県南部地震で被災した開制トンネルは、周辺地盤のせん断変形によ 9トンネル横

断面にせん断変形が生じ、トンネル中柱に甚大な損傷を受けたと考えられている。そ

のため、レベル2地震動に対して、開削トンネルの構造部材がト分な変形性能を確保

できるように構造細目を定めている。



14.シールドトンネルを計闘するにあたって留意すべき地山条件に関する記述として、誤っ

ているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.緩い砂質土層や粒径が均質な砂層においては、シールド掘進に伴い切羽の流砂現象が

発牛おし、鋭敏比が低い粘性土層においては、地山強度の低下が発止ドーして、切羽が不安

定となる可能性がある。

b.土丹層等、粘性土主体の層においては、チャンパーや排土設備内における粘性土の付

着に伴い、閉塞等が生じる可能性がある。

c.大土被ちでの施工等、高水底が予想される土層において泥土庄シールドにで施工を行

う場合には、高水圧下での排土設備における噴発等、切羽圧力の保持が不安定となる

可能性がある。

d. シールド断面の大口径に伴い、硬軟悶土質を含む土層を施工する場合には、掘削負荷

上昇に伴う施工能力低下や計画線形確保が倒翼まとなる可能性がある。

15.山岳トンネんの補助工法に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから濃びな

さい。

a.地表面沈下対策としての長尺ブオアパイリングは、通常、トンネル外周部にTR径50～

125阻の長尺鋼管を打設したうえで鋼管内から注入を行い、鋼管の開店性と地山改良効

果によ号地表面沈下を抑制するものである。

b.鏡ボルトi土、－tr設長7m程度以下の鯨尺ものとそれ以上の長尺ものとがあり、鏡の

一部または全面にボルト等を打設して、鏡の安定や地表面の沈下抑制に用いられる。

c.デイーブウェルは、一般に、外径300～600阻程度の井戸を掘り、水中ポンプによって

排水する工法である。デイープウェノレi土、ほぽ一定問摘で設置しなければよい効果が

得られないので、地表に建物等の支障物がある場合には、配置等に特別の配慮が必要

である。

d.注入』；法i土、地山の強化によるアーチアクション効果を期待して地表面沈下対策とし

て用いられる場合とトンネル掘削時の地下水位低下による粘性土の圧給沈下を紡止す

る場介がある。

16.緩み圧による変状の原因に演する記述として、誤っているものを畠～dのなかから灘びな

さい。

a.外国として、緩みやすい地山や地震による緩み領域の拡大に起因することがあるo

b.環境的な外国として、周辺地山の風化や材料劣化に起因することがある。

c.外国として、覆工背面の空洞の残存による緩み領域の拡大に起因することがある。

d.環境的な外国として、地下水の浸潤による風化の促進や緩み領域の拡大に起因寸るこ

とがある。



17.地圧発生の予頚！JIこ関する組み合わせの記述として、誤っているものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

i地質｝ ［スレーキング特性｝

a.結晶片砦・..・・・・・・スレーキングしない－

b.安山岩・玄武岩・・・.. .スレーキングしない・

c.蛇紋岩・..・・・・・・ eスレーキングしやすい・

d. 中古生層のJi岩・粘板岩・・スレーキングしやすい・

［地反発生特性1

・地圧発正民しにくい

＠地圧発生しにくい

＠地圧発生しやすい

．地庄発生しやすい

18.覆エコンクリートの打込みに関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選び

なさい。

a. コンクロートの打込みに先立ち、コンタワートの品質を仮下させないよう型枠内の清

掃を行い、湧水や溜り水がある場合は適切な排水を行わなければならない。

b. コンクロートの打込みは材料の分離を生じないよう、また隅＃に行きわたり空襲主が残

らないよう十分に締め隠めなければならない。

c. コンクロートは打上がりが適切な速度となるように、また覆工の片側iずつ連続して打

込まなければならない。

d. コンクロートの打上が哲速度を速くすると締め関め効果が不十分になることがある。

ゆインパートコンクリートの施工に欝する記述として、誤っているものを畠～dのなかから

選びなさい。

a.支保工や覆工コンクリートの御部とインパートとのれ継ぎ目は、トンネルの断面のう

ち、最も弱点となりやすいので、吹付けコンタヲートのはね返呼材等の異物を除去ナ

るとともに、インパートの掘側面はf分に清掃を行い、ずりや異物等がコンクロート

に混入しないように留意しなければならない。

b.インパートコンクロートの表面の整形は定規を使用して仕上げるが、覆工との間に小

半径の曲線が入るインパート形状の場合には、仕上がり面が急なのでプレキャストコ

ンクロートを用いるとともある。

c. H込み後、インパートを埋め戻す場合や単河等の通行に供する場合は、コンクロート

が埋め戻し土や転任作業の荷議あるいは輪荷主量等の載荷に支障のない強度に達してか

ら行わなければならない。

d.覆工コンクロートとの打継ぎ円、およびインパートコンクヲートの中央付近に設ける

打線ぎ同i土、軸カを円滑に伝達できるよう、原則としてインパートの軸線と直交する

ように設けなければならない。



20. トンネルの周辺環境調査に関する謂査項目と調査事項の組み合わせとして、誤っている

ものを畠～dのなかから選ぴなさい。

i調査演自］ i調査事頃］

a.汚濁水・・・.. .排水の状態、流量および水質、排水経路、水路の状態、

流末1可J11の状態

b.潟水 ・・..・・水利用の状況、地下水{1/'.＇水質、水源の状況、

渇水発生の可能性がある近接了也事、電気伝導度

c.鉱染、重金属 a ・水質分析、電気伝導度、含有量試験、溶出試験、告書水のpl!

d.大気汚染 . . .・大気汚染物質、気象状況

21. 山岳トンネルに使用される穫ヱ材料は、時代によって変遷している。古いl績にあげた記

述として、正しいものを畠～dのなかから選びなさい。

a.無巻〔無覆」二）、石積み、レンガ積み、コンクリートブロック積み、場所打ちコンクリ

ート

b. レンガ積み、無巻（無緩工）、石積み、コンクリートブロック積み、場所打ちコンタリ

ート

c.石積み、無巻｛無覆工）、コンク ！） ートブロック積み、レンガ積み、場所打ちコンクリ

一ト

d.然巻（然援工）、石積み、コンクリートブロック積み、レンガ積み、場所打ちコンクリ

ート

22. トンネルヱ事を規制するおもな関違法規類に関する記述として、誤っているものを畠～d

のなかから選ぴなさい。

法規類の名称 おもな規制事項

文化財保護法
史跡・ 4';遅善命天然記念物および埋蔵文化財包蔵地内

a 
の行為の規制

大深度地下の公共的使用に
大深度地下の公共的使用に関する基本方針の、使用

b おける環境の保全に係わる

指針
方法に係る事項を具体的に運用するための指針

セメント及びセメント回化

材の地撤改良への使用及び 改良土からの六価クロム溶出量を低減するための措
c 

改良二iニの再利用iこ関する当 罪費

面の措置について

大深度地下の公共的使用に
大深度地下の公共的使用に関する基本方針の、安全

d おける安全の確保に係わる
に係る事項を具体的に運用するための指針

指針



23.吹付けコンクリートの毘合に関する記述として、誤っているものを誼～dのなかから選び

なさい。

a. 般に水セメント比は、湿式では印～65%、乾式では45～55%の範凶である。

b.高強度吹付けコンクリートの水セメント比i士、 40～50%（氷結合材比30～40%程度）

である。

c.単位セメント量は、通常強度ではおOkg/m3程度である。

d.単位セメント量は、高強度吹イ寸けコンクリートや液体急結弗jを使用する場合は400～

500kg/m3穂度であることが多い。

24.青函トンネルに関する記述として、 lEしいものを昌～dのなかから選びなさい。

a.海底掘削区間の最大水害震は、約lOOmである。

b.海底掘削区間の最大水深部の土被りは、約140mである。

c.青函トンネル延長l士、約40kmである。

d. スイスアルプスを貫くゴツタノレドトンネノレに次いで長い鉄道トンネルである。

25.地山条件の調査において、留意すべき設計、施工条件、取得すべき情報に関する記述と

して、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

設計施工条件 問題となる現象 取得すべき情報

小さな士被号
地表面沈下、陥没、偏 地すべり等の地形条件、力学

a 
庄、盤膨れ 強度、透水性、立地条件

地表面沈下、近接構造 カ学強度、透水性、立地条件、

都市域を通過する場合 物の変位と変状、地下 近接構造物の位置

水位低下

大深度を通過する場合 高j五湧点、ニiニ圧の増大
カ学強度、透水位、水圧、地

c 
下水位

d 水底を通過する場合 大量湧水
カ学強度、湧水量、透水位、

水j麗の地形



26.設計条件における池山特性に関する記述として、誤っているものを誼～dのなかから選ぴ

なさい。

a. 山岳トンネルの掘削においては、ロックボルトや吹付けコンクリート等の支保部材を

用いて地山の強度低下を梅カ抑えたうえで、地山が本来持つ支保機能を最大限に活か

す設計をすることが重要である。

b.支保」；、覆i；の設計は、通常、①標準設計、②類似条件での設計、③解析的1'法のい

ずれかの方法で行われるc 様準設計あるいは類似条件での設計を適用する場合は、地

質条件、弾性波速度、地山強度比（＝γH/q立、 qu：地山の A 軸圧縮強度、 γ ：；地山の単

位体積重量、 E：トンネルの土被別、地山物性値（変形係数やポアソン比等｝等に関

する情報にもとづき、標準設計の各パターンの適用の可否および類似性の有無を判断

する。

c.施工中には観察・計測によって地山特性を把握しつつ観察・計測結果を適宜、修正設

計にフィードパックしていく必要がある。

d. トンネルの施」；特に発生するトンネルの大変形、切羽の崩壊、突発湧水等も地山特性

iこ起凶して発生することが多く、このようなことを織力防ぐためにも地山特性を十分

把握しておくことが重要である。

27.吹付けコンクリートの機能および効果に関する記述として、誤っているものを畠～dのな

かから選びなさい。

機能 効果の概要

コンクロートの軸圧縮耐力や剛性によって、アーチに作

a コンクリートの軸圧縮抵抗 用するおもに内空に向いた比較的均一な外カや変形に

起闘する軸カに抵抗ナる。

コンクロートのせん断鮒カや附性によって、局部的な抜

b コンクリートのせん断抵抗
落ち等に起阪守るせん断力やせん断変枕に抵抗する。地

山と吹付けコンクリート間の付着力が必要である。付着

カが損なわれると吊り下げ効果モードとなる。

立ン夕日｝トの曲げ抵抗
コンクロートの曲げ耐力や剛性によって、局部的な抜落

c 
ち等に起因するぬげモーメント号事に抵抗する。

コンクリートと地山の境界
コン夕日｝トと地山の境界面におけるせん断抵抗｛付着

d 抵抗）によって支持するとともに、池山に分散させる支
面せん断抵抗、付着抵抗

保機能である。



2富市臨ヱ法の構成要素と機能の記述の組み合わせに関する記述として、誤っているものを畠

～dのなかから選びなさいa

、～ ＼ 、、＼ 一、 構成要素 構成機器 機能

a 掘削部 ディスタカッター 岩を圧砕する

b 駆動郷 カッターヘッド駆動装置 カッターヘッドを回転させる

c 推進部 スラストジャッキ 反力支持部に対し伸縮させる

d 掘削反カ支持部 メイングロッノf 掘削反カを確保する

29.通常の施工時における坑内安全点検項目・内容に闘する記述として、誤っているものを畠

～dのなかから還ぴなさい。

｛点検項同1 1点検内容］

a. 地山・・・・・・切羽における浮石や亀裂等の有然、未覆工区間の変状の有然、可燃

性ガスや有毒ガスの発生の有無および湧水の状態、地表面の変状の

有無等

b. 支保工・・・・・吹f寸け~：；~y－トのひび割れおよび剥離の有無、ロックボルトの定着状

態、プレートの重量Jl妻、ボルトの破断、鏑製支係工の応力、沈下およ

び変形等

c.作業環境・・ー・温度、炭酸ガス、視界、通気量、排ガス、粉じん濃度、振動および

騒音等

ι機械、設備・・・通路、運搬路、軌道、走行車問、換気設備、照明設備、排水設備、

連絡通報設備、緊急避難設備および救護用具等の整備状況等

3自覆エコンクリートの養生に関する記述として、誤っているものを畠－dのなかから選びな

さい。

a.打ち終わったと2ンクリ｝トに十分な強度を発現させ、所要の耐久性、水密性等、品質

を確保するためには、打込み後一定期間中、コンクリートを適当な温度および湿度に

保つ必要がある。

b. :1ンタロート養生期間には、振動や変形等の有害な作用の影響告と受けないようにする

必要がある。

c.坑内は坑奥ほど温度低下があるため、ヒーターによる加熱等の付加的な養生を計画す

る必要がある0

4 トンネル貫通後には通風等によ事温度、湿度が低下することがあるため、必要に応じ

てシ｝ト等による通風の遮断や保温、ジェットヒータ｝による加熱等、養生に適した

坑内環境を確保する必要がある。




